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はじめに
　昨今の著しい医療の高度化・専門化や国民のヘル
スケアニーズの多様化により、医療現場においてこ
れまで以上に高い資質を備えた看護専門職者が強く
求められている。その中で日本看護協会では、1996
年に「創傷・オストミー・失禁看護（以下、WOC看護）」
と「救急看護」の認定看護師教育を始めた。WOC看
護は、それまでのET（Enterostomal　Therapy）ナー
スの実績が認められたことで、認定看護師としての
コンセンサスを得る結果となった。そのETナース
はストーマケアの専門家として、日本では1979年
に看護師としては初めてアメリカのクリーブランド
クリニックのETスクールを修了したのが始まりで
ある。そしてETナースが、実際にはオストミーの
みならず失禁、創傷を持つ対象にケアを拡大してき
たという実績があったため、WOC看護と名称を変更
した経緯がある。そのためWOC看護はストーマケ
アを基盤として創傷・失禁ケアの領域に発展してき
たといえる。
　その後2002年の診療報酬改定による「褥瘡対策
未実施減算」や2006年の「褥瘡ハイリスク患者ケ
ア加算」が追い風となり、日本のWOCナースは少
しずつ社会に認められるようになった。2007年に
は認定看護師の一・般への広告が可能となり、名称を
皮膚・排泄ケア（WOC看護）認定看護師と変更する
こととなった。そして今後、WOC看護のコンセプト
である「WOC看護はスキンケアを基盤とし、ストー
マケア論や排泄コントロール、創傷治癒の理論を用
い、自然治癒力を最大限に活かして、治癒を促すケ
アを行う」ための活動をさらに発展させることが、
求められている。
　今回、「皮膚・排泄ケア（WOC看護）」認定看護師
教育課程を受講する機会を得たので、その研修内容
について報告する。
1認定看護師制度について
1．目的
　　特定の看護分野において、熟練した看護技術
　　と知識を用いて、水準の高い看護実践のできる
　認定看護師を社会に送り出すことにより、看護
　現場における看護ケアの広がりと質の向上を図
　る1）。
2．役割
　1）特定の看護分野において、個人、家族及び
　集団に対して、熟練した看護技術を用いて水
　準の高い看護を実践する。（実践）
2）特定の看護分野において、看護実践を通し
　て看護者に対し指導を行う。（指導）
3）特定の看護分野において、看護者に対しコ
　　ンサルテーションを行う。（相談2））
皮膚・排泄ケア認定看護師教育課程は、1996年
　　10月に日本看護協会で開講され、2007年9
　月現在では9つの教育機関で研修が行われて
　いる。
皿研修機関
　社会保険看護研修センター
「皮膚・排泄ケア学科」
認定看護師教育課程
皿研修期間
　2006年9月5日～2007年3月23日
IV研修カリキュラムの概要
　1．教育目的
　　　特定の看護専門分野における高度な専門的知
　　識技術を習得し、熟練した看護を提供すると同
　　時に看護職者のケア技術向上に寄与することの
　　できる認定看護師を育成する。
　　1）人工肛門・人工膀胱の造設や褥瘡などの創
　　　傷および失禁に伴って生じる問題に対して、
　　　専門的な技術を用いて質の高い看護を提供で
　　　きる創傷・オストミー・失禁（WOC）認定
　　　看護師を育成する。
　　2）創傷・オストミー・失禁（WOC）看護領域
　　　で、優れた実践力を発揮し、看護職としての
　　　役割に誇りと自信を持ち、自己研鐙を目指す
　　　ことのできる看護師を育成して、創傷・オス
　　　トミー・失禁（WOC）看護の質の向上を図る。
　2．WOC看護の期待される能力
　　1）人工肛門・人工膀胱（以下、ストーマとす
　　　る）の造設に伴って生じるクライエントの身
　　　体的・精神的・社会的問題を的確に把握し、
　　　専門技術を用いて質の高い継続的な看護が提
　　　供できる。
　　2）褥瘡や痩孔、ドレーン挿入中の創などの種々
　　　の創傷を有している患者に対し、アセスメン
　　　トを行い、専門的なスキンケアと創傷管理が
　　　できる。
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3）失禁患者が失禁を自己管理し、心理的・社
　会的にも安寧な状態で生活できるように援助
　できる。
4）患者・家族・重要他者の相談に対し、的確
　な応え、指導ができる。
5）ストーマケア・スキンケアの質を高めるた
　めに患者・家族・重要他者はじめ医療チーム
　メンバーに対し、教育の原理・原則を応用し
　教育できる。
6）クライエントの問題解決に向けて、他の保
　健医療福祉チームメンバーと情報の交換を行
　い、相談・調整ができる。
7）専門的知識・技術の向上をはかり、ストー
　マケア・スキンケアの発展に寄与する研究的
　活動ができる。
V研修の流れ
　1．2006年9月5日～2006年11月30日
　　　共通科目、専門基礎科目、専門科目について
　　の講義・演習が行われた。基本的な解剖・生理
　　から専門的な理論・技術に至るまで、奥深く、
　　また3分野に渡る範囲の広いものであった。特
　　に対人関係は1泊2日の宿泊研修となっており、
　　自己と向き合い、他の研修生と語り合い、それ
　　までの人生観や看護観までも揺さぶられるよう
　　な濃密な研修であった。その後の研修や実務に
　　も、多大な影響を与えている。11月に入ると履
　　修が終了した科目の試験や文献検討の発表・イ
　　ンサービスプレゼンテーションが行われ、各科
　　目の評価が行われた。
　2．2006年12月1日～2007年2月28日
　　　臨地実習が行われた。私の病院実習は日本医
　　科大学付属病院で21日間行ったが、その他に
　　在宅・外来実習として済生会三田訪問看護ステー
　　ション、北里研究所病院、社会保険中央総合病院、
　　慶磨義塾大学病院、千葉県こども病院でも実習
　　を行い、90例の症例を経験した。実際に患者を
　　受け持って看護過程を展開することで、適切な
　　看護技術の実践、病棟担当ナースとのやり取り
　　や関係各所との連携方法、コンサルテーション、
　　各施設のシステムの実際を経験することができ
　　た。そして最も重要である認定看護師としての
　　アセスメント能力とそれを文章化することを徹
　　底的に鍛えて頂いたと思っている。
　3。2007年3月1日～3月23日
　創傷・ストーマ・失禁の分野ごとに修了試験が
　2日間に渡って行われた。また臨地実習で受け
　持った症例1例を事例研究としてまとめ、研究
　発表を行い、卒業式となった。
VI研修での学び
表1　学科目及び授業時間数
分野 教科目 時間
リーダーシップ 15
文献検索・文献購読 15
情報処理 15
看護倫理 15共通科目
教育・指導 15
コンサルテーション 15
対人関係 15
看護管理 15
小計 120
WOC看護概論 15
危機理論 8
ストレスコーピング 7
専門基礎科目
リハビリテーション 15
栄養生理学 15
アプライアンス基礎 30
小計 90
ストーマケア総論 30
ストーマケア各論1 10
ストーマケア各論H 15
ストーマケア各論IH 15
創傷ケア総論 30
専門科目
創傷ケア各論1 15
創傷ケア各論皿 15
失禁ケア総論 15
失禁ケア各論 20
小計 165
事例研究 30
インサービスプレゼンテーション
30演習 文献検討
WOC看護技術 30
小計 90
実習 臨地実習 180
総計 645
1．WOC看護の基礎
　WOC領域は排泄に関係する事柄が多いため、
人間の尊厳にも関わる領域であることから、他
者を尊重する態度が求められる。そしてその中
で対象の局所ケアを行うことはもちろんである
が、局所ケアのみならず、ADLや対象をとりま
　く問題や環境にも留意して看護実践を行ってく
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　ことの重要性とその実践能力を学んだ。また、
　対象者は様々な問題を抱えた高齢者が多いため、
WOCナースだけでは解決できない場合もある。
　そこで、その他の専門家と多職種協働で問題解
決に当たる必要がある。その中でもWOCナー
　スが全体の調整役を担う必要があることを、実
　習を通じて学んだ。
2．アセスメント能力
　　evidence　based　nursingと言われて久しくな
　いように、根拠を持って看護ケアを行っていく
　ことが臨床では求められている。そのため認定
　看護師はその分野の専門家として、そのときに
　その場に合った最良のケアを選択、提供できな
　ければならない。それには経験だけではなく、
　科学的な分析ができるアセスメント能力が必要
　となる。またケアに創意・工夫ができるように、
　クリティカルシンキングや柔軟な思考も要求さ
　れる。そしてそれを他のスタッフや対象者に分
　かりやすく伝えられる能力も必要である。これ
　らが重要であることは講義の中でも実感してい
　たが、実習での技術の実践や記録物を作成する
　に当たって、その必要性と同時にその難しさ、
　自分のアセスメント能力の未熟さを痛感した。
実習では、結果的に同じケアを選択したとして
　も、とにかくそのケアを導き出すための思考過
　程を明らかにすることを、徹底的に要求された。
　曖昧さや経験上、何となくということは一切通
　用せず、繰り返しトレーニングを行った。まだ、
　完壁なアセスメント能力を身につけられたとは
言いがたいが、これから症例を積み重ねていく
　ことで認定看護師として成長していくための基
　本を学ばせて頂いたと思う。
3．看護技術
　　看護は実践の科学であり、対象者に適切で高
度な技術の提供を行うことが必要である。WOC
　分野は特に目に見えてその結果が分かることも
　多いので、確実な看護技術を身につけることは
　必須である。学内では技術提供に必要な専門的
　知識やコミュニケーション、プレゼンテーショ
　ンを学び、同級生と共に考えながらモデルを使っ
　て練習し、実習では実際に対象者にケアを行っ
　た。
　　ケアに必要な物品はこれからも新しいものも
　出てくるだろうし、技術もいろいろとより良い
　方法が生み出されていくと思う。それに根拠さ
　えきちんとしているケア方法であれば、その内
　容は千差万別である。したがって、今回学んだ
　ケア技術は一つの方法であり、それに固執する
　ことなく柔軟に対処することが必要であるし、
　柔軟に対応できるための引き出しをたくさん
　持っていることが大切であると思った。
4．ネットワーク
　　今回学んだ研修センターには私のほかに29
　人の同級生がいた。住所も年齢も勤務施設も生
　活背景もみんなバラバラである。しかし、一つ
　の場所に同じ目的を持って集まり、一緒に課題
　に取り組み乗り越えてきたことで、本当に大切
　な仲間となったと思う。またご指導頂いた先生
　方や実習施設でお世話になった実習担当指導者
　の方々など、出会えた方々は数多く、新しいネッ
　トワークも広げることができた。これはこれか
　ら認定看護師として活動していくにあたって、
　一生の財産となると思う。
おわりに
　今回の研修を通じて学んだ知識や技術を活かし、
今後も継続的に学び、他職種と協力し、対象者によ
り良い医療を提供できるよう、少しでも貢献してゆ
きたいと思う。またそのために組織を横断的に活動
してゆきたいと思う。
今回このような研修の機会を与えてくださり、また
研修への参加のためにご尽力頂いた関係者の方々、
研修でご指導頂いた方々に深く感謝致します。
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